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１．初めに１．初めに



 
環境モニタリング地点の環境等再確認の目的

環境モニタリング地点は平成２６年４月に変更したが、短期間での地点変

更であったことから、並行測定は実施できなかった。

そこで、地点を変更して数ヶ月経過したことから、今回地点変更前に確認

したこと、地点変更後に確認したことを取りまとめ、新地点が長期的なモニタ

リング地点として、適した場所なのか否かを再確認した。



 
環境モニタリング地点変更の背景

福島第二原子力発電所の北側２Ｋｍ～２．５Ｋｍの地点は、平成２５年度

より除染等に係わる廃棄物処理エリアとして運用が開始された。

この運用に伴い、エリア内に有った環境モニタリング地点（空間積算線量、

陸土）につて、変更の必要が生じた。
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２．新環境モニタリング地点における要求事項２．新環境モニタリング地点における要求事項



 
新環境モニタリング地点は、従来のモニタリング地点の代替地点となること

 から、下記事項を満足する場所から選定することとした。

従来地点の状況 新地点の要求事項

廃棄物処理エリアとの

位置関係

・廃棄物処理エリア内 ・廃棄物処理エリア外

２Ｆからみた方角 ・北 ・同左

２Ｆからみた距離 ・約２．２Ｋｍ ・従来地点から大きく離れないこと

長期的な土地の使用 ・困難 ・長期的に使用できること

土地の広さ ・１３ｍ×１２ｍ ・数ｍ×数ｍ

地形 ・平坦で周囲が開けていること

・大雨時に周囲からの雨水、陸土

の流入がないこと

・同左

１Ｆから放出された放

射性物質の蓄積量

－ ・新モニタリング地点内で大きなば

らつきがないこと

＜環境放射線モニタリング指針より＞

・多くの地点に積算線量計を、特殊な環境を避けて、一様に配置し、積算線量を求める。

・陸上試料については、原子力施設からの距離、風向、人口分布等を考慮する。

・地形、地質等を考慮し、また経年的な追跡が行えるよう、永続的に採取できる場所を選定する。

・特に土壌については、土地利用状況にも配慮して選定する必要がある。
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３３--１．新モニタリング地点選定時の確認１．新モニタリング地点選定時の確認



 
新モニタリング地点は、要求事項を満足する『富岡町小浜』にすることとした。

新地点の要求事項 新地点の状況

廃棄物処理エリアとの

位置関係

・廃棄物処理エリア外 ・廃棄物処理エリア外

空間積算線量：富岡町小浜

陸土

 

：富岡町小浜

（同一地点）

２Ｆからみた方角 ・北 ・北

２Ｆからみた距離 ・従来地点から大きく離れないこと ・約２．９Ｋｍ（０．７ｋｍ遠くなる）

長期的な土地の使用 ・長期的に使用できること ・長期的に使用可能

面積 ・数ｍ×数ｍ ・７ｍ×５ｍ

地形 ・平坦で周囲が開けていること

・大雨時に周囲からの雨水、陸土

の流入がないこと

・平坦で周囲が開けている

・大雨時に周囲からの雨水、陸土

の流入については未確認

（新地点運用後に確認

 

Ｐ６参照）

放射線レベル ・新モニタリング地点内で大きなば

らつきがないこと

・基礎データの採取を実施（Ｐ５参

照）

空間線量率

表面汚染密度

γ核種濃度



5

３３--２．新モニタリング地点選定時の確認２．新モニタリング地点選定時の確認



 
新地点の空間線量率、表面汚染密度測定（Ｈ２６．４測定）



 
新地点の陸土のγ核種濃度測定

空間線量率、及び表面汚染密度は、

新モニタリング地点内で大きな開きがな

いことを確認した。

：新モニタリング地点

×１．１１

７２０

×１．３５

７００

×１．４０

５４０

×１．５０

７００

×１．０５

５００

×１．２０

６４０

×１．５０

８２０

×１．６５

８１０

×１．４５

７００

×１．４０

６８０

×１．１１

６２０

×１．６０

７２０

×１．４５

７２０

×１．４３

６４０

×１．３５

６３０

：測定ポイント

上段数字：地上１ｃｍ線量率(μSv/h)

下段数字：地上１ｃｍ表面汚染(cpm)

×

地点選定時
測定
H26.4

地点選定時
測定
H26.4

（旧地点）

（新地点）
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４．新地点運用後の確認４．新地点運用後の確認



 
大雨後の新環境モニタリング地点確認

６月１２日は、朝から雨が降り、１２時～１３時の１時間の雨量は２２ｍｍであったこ

とから、モニタリング地点の現場確認を実施した。

６月１２日の１時間当たりの雨量
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雨
量

（
ｍ

ｍ
） １５時４０分１５時４０分

に現場確認に現場確認

モニタリング地点への雨水、

陸土の流入、及びモニタリン

グ地点からの雨水、陸土の流

失の痕跡は確認できなかった。



 
陸土のγ核種濃度測定

Ｈ２６．５の定期的なγ核種濃度測定において、新モニタリング地点は前月の値と同

程度であることを確認した。

（新モニタリング地点）

H26.4
地点選定時

測定

H26.4
地点選定時

測定
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５．まとめ５．まとめ



 
平成２６年４月から運用している新環境モニタリング地点（富岡町小浜）は、

長期的なモニタリング地点として運用できることを再確認した。



 
同地点で、今後も継続して空間積算線量の測定、及び陸土のγ核種濃度

 の測定を実施し、放射性物質の蓄積状況等の把握に努めることとする。

＜新環境モニタリング地点＞


